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オリジナルブランド養殖魚 第2弾
「マリンスイートフィッシュ」の開発

副題「生食できる安心・安全なアユの養殖技術の開発」





有名なブランド魚

「関アジ・関サバ」 「城下カレイ」



多度津高校 ブランド養殖魚「ＤＣＪサーモン」



高松市中央卸売市場での「ＤＣＪサーモン」のセリの様子



清流の女王
「アユ」



アユの一生



定番料理
「アユの塩焼き」



日本人が大好きなお刺身料理



川魚最大のリスクの１つ「横川吸虫」

成虫（1～2mm）

第１幼虫「セルカリア」

第２幼虫「メタセルカリア」（100～200μm）

変態しながら次々と宿主を代えていく



横川吸虫の生活史

第1中間宿主「カワニナ」



ヒト寄生虫 虫卵の種類と頻度



安心・安全な寄生虫フリーのお刺身用のアユの開発



{

海から川へ遡上する稚アユ（3月～5月頃）



一般的な従来通りの川での養殖

横川吸虫の生息しない海での養殖



第1回目の養殖実験
（株）マリンテック（愛知県）より到着したアユの人口種苗（0.5ｇ 500尾）



第1回目 巡流水槽に収容直後に斃死した種苗



生育途中で斃死した稚アユ

オキソリン酸含有 抗生物質



第2回目の養殖実験中に斃死した個体



ビブリオ菌（サイズ：0.4～0.6μm×1～3μm）
食品管理 教科書 図3－42引用



アユのビブリオ対策

１．殺菌装置の導入

２．水温調節器の導入

３．抗生物質の使用

大きな装置は非常に高価

ランニングコストが掛かる

３週間ほどの出荷停止が必要



短日処理



第3回目の養殖実験



海水養殖中のアユ



出荷可能サイズに成長した個体「２０ｃｍ ８０ｇ」



地元スーパーでの試験販売



体側の穴あき 頭部の欠損



香川県水産試験場での魚病検査



海水中で順調に生育した個体「体長２３ｃｍ 体重１３０ｇ」


